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霜柱に対する塩化カルシウムの影響

 

Influence of Calcium chloride on frost columns
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　本研究の目的は霜柱に対する塩化カルシウムの詳しい影響を調べることである。そのために、まず霜柱が発

生する環境を作った。霜柱が発生するには地表が氷点下、地中は湿っていて氷点下以上である必要があ

る。クールインキュベーター内の空気を氷点下に設定し、土の中を断熱できる装置をペットボトルで

作った。クールインキュベーターの温度、土の粒の大きさ、断熱用の水の温度を調整して霜柱が発生する条件

を確認した。その後、塩化カルシウムの濃度を変え霜柱に対する影響を調べた。霜柱ができる条件はクールイ

ンキュベーターを−10℃に設定し4時間ほどかかることが分かった。これに塩化カルシウムを撒き、霜柱がで

きなくなるのは土壌中の塩化カルシウムが濃度のときである。
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